
基
で
、
江
戸
に
於
い
て
内
藤
喜
滞
が
前
回
利
常
に
寺
一
分
に
在
っ
て
、
員
宗
東
波
に
臨
す
る
。

地
を
秘
ひ
、
今
の
mm
に

造

立

し

た

と

あ

る

。

一

ケ

ン

日

品

ウ

堅

隆

J
シ
ョ
ウ
ガ
タ
ケ

y
p
ユ

ゲ
ン
モ
ン
ジ
マ
ヘ
玄
門
寺
前
金
持
の
都
町
名
。
一
ウ
紹
級
協
一
除
。

卯
一
民
玄
門
寺
の
前
揺
り
を
い
う
た
が
、
明
治
四
年
四
一
ヂ
ン
ロ
ユ
ウ
元
陸

J
ホ
ウ
サ
Y
ゲ

y
リ
ュ
ウ

用
戸
籍
制
成
の
際
下
小
川
町
と
し
た
0

.

一
保
餐
元
降
。

ケ
ン
ヤ
ク
プ
ギ
ヨ
ウ
倹
約
奉
行
御
府
組
関
等
、
一
ケ
ン
リ
ュ
ウ
イ
ン
見
寵
院
大
山
由
寺
滞
中
一
第
十

御
歩
頭
以
下
物
頭
、
又
は
組
外
・
定
番
御
馬
組
協
御
三
代
前
川
利
平
の
法
統
。
詳
し
く
は
見
溜
院
存
誠
洗

番
踊
よ
り
之
を
兼
ね
た
。
共
の
起
原
は
明
ら
か
で
な
一
心
大
跨
士
。

い
が
、
前
倒
綱
紀
の
時
代
山
崎
牢
左
衛
門
経
路
の
命
↑
ケ
ン
リ
ュ
ウ
ジ
賢
隆
寺
石
川
榔
路
島
に
在
つ

ぜ
ら
れ
た
の
が
始
で
あ
ら
う
。
山
崎
の
江
戸
に
在
る
一
て
、
提
宗
東
仮
に
臨
す
る
。
明
治
十
一
年
八
用
寺
蹴

聞
は
小
寺
平
左
衛
門
久
孝
が
勤
め
た
と
い
ふ
。
此
の
一
公
務
の
許
可
を
得
た
。

後
中
絶
し
、
正
徳
四
年
七
用
十
一
日
背
地
脳
人
向
一
ケ
ン
日
ヨ
ウ
袋

7

J
ジ
ツ
プ
賢
一
情
。

賢
・
長
屋
八
郎
右
衛
門
呂
倫
雨
入
が
命
ぜ
ら
れ
、
共
一
ケ
ン
リ
ヨ
ウ
イ
ン
賢
一
良
院
加
賀
滞
烹
第
十
二

の
後
踏
め
ら
れ
た
。
吉
徳
の
時
事
保
十
三
年
六
周
十
一
代
前
問
符
肢
の
子
延
之
助
の
法
説
。
詳
し
く
は
賢
良

七
日
間
兆
五
郎
左
衛
門
勝
予
・
前
川
線
共
街
和
服
・
精
一
院
文
娩
娃
院
時
士
。

垣
奥
三
右
衛
門
禿
箆
・
松
原
義
右
衛
門
一
親
・
大
橋
又
一
ケ
ン
リ
ヨ
ウ
コ
ウ
シ
オ
ヤ
ワ
賢
官
民
公
子
御
夜
話

兵
衛
信
成
の
五
人
が
命
ぜ
ら
れ
、
是
よ
り
都
合
政
均
一
賢
良
公
子
は
前
倒
持
腐
の
子
、
沼
抑
制
延
之
助
で
、
天

以
後
辿
翻
し
た
が
、
天
明
託
銀
・
の
舵
法
に
つ
き
、
九
一
保
五
年
十
四
歳
に
て
授
し
た
。
こ
の
曹
は
侍
臣
金
谷

月
郎
日
役
儀
を
御
用
人
へ
引
約
き
、
一
一
時
鈷
役
を
縦
一
多
門
が
公
子
の
言
行
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
o
寛
政
元
年
十
周
一
一
一
日
刊
び
附
凶
太
郎
右
衛
門
一
ケ
ン
ロ
ク
エ
ン
祭
大
国
ハ
一
〉
関
内
の
耐
分

l

正
龍
・
井
上
勘
助
和
栄
・
芝
山
十
郎
左
衛
門
正
方
・
槻
↑
衆
六
闘
は
大
正
十
一
一
年
三
局
内
務
省
か
ら
名
勝
と
し

尾
茜
助
直
道
・
青
木
県
右
衛
門
点
現
の
五
人
が
命
ぜ
一
て
指
定
せ
ら
れ
た
地
で
.
両
横
三
崎
有
像
坪
を
算

ら
れ
‘
事
和
三
年
.
七
回
A
十
七
日
に
京
っ
て
軍
ね
て
館
一
し
‘
も
と
金
持
城
に
幽
し
た
外
開
で
あ
る
。
し
か
し

め
ら
れ
、
即
日
御
省
略
方
御
用
を
鐙
い
て
之
に
代
へ
一
最
初
か
ら
之
が
揮
然
た
る
一
医
翻
を
な
し
た
も
の
で

た

o

一

は

な

い

o

今

関

内

を

一

巡

す

る

者

の

誰

で

も

が

注

意

す
る
や
う
に
、
こ
の
間
内
は
北
方
の
斜
商
底
峨
と
南

方
の
平
岡
.
風
域
と
に
別
れ
て
腕
h
v
、
そ
の
閲
を
限
っ

て
文
政
以
前
に
一
一
保
の
道
路
が
通
じ
て
民
た
。
道
路

の
依
也
は
、
民
坂
を
提
直
に
資
っ
て
、
関
内
の
商
品

館
の
あ
る
.
加
を
泌
り
、
能
7

池
の
中
央
を
杭
ぎ
り
つ

つ
、
石
川
門
の
正
面
と
尻
垂
坂
の
上
と
を
漣
絡
す
る

道
路
の
中
央
に
出
た
も
の
と
考
定
し
た
い
。
こ
の
こ

と
は
経
質
の
地
闘
に
よ
っ
て
想
像
せ
ら
れ
る
所
で
あ

ケ
ン

ケ
ン
ユ
・
ワ
顕
繍
諒
は
敬
労
。
秘
少
併
都
o
u
λ

は
椴
大
信
都
資
制
、
母
は
河
内
顕
照
寺
慈
悼
大
俗
都

の
女
。
公
名
兵
部
卿
。
兄
質
郎
の
後
を
受
け
て
、
江

沼
榔
趨
勝
寺
を
節
し
た
が
、
永
線
中
越
前
に
臨
む
、

際
烏
の
超
勝
寺
を
持
興
し
、
文
雄
二
年
六
周
示
寂
し

た。ケ
ン
ユ
ウ
綾
結

J
レ
y
コ
ウ
迩
網
。

ゲ
ン
ラ
イ
ジ
還
来
寺
鹿
島
郡
能
管
部
下
後
山

る
が
、
今
鰻
に
こ
の
線
に
よ
っ
て
西
北
庖
と
東
南
庖
一
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
寛
女
五
年
伊
態
商
僚
の
城
主

と
に
分
か
ち
、
そ
の
商
北
庖
の
方
か
ら
沿
革
を
記
さ
一
一
柳
直
興
が
罪
を
得
て
金
搾
に
菰
せ
ら
れ
た
時
、
彼

ぅ

。

一

を

置

く

建

物

が

民

間

村

に

峻

功

す

る

ま

で

、

般

に

こ

ハ
ニ
〉
江
戸
町

l
慶
長
六
年
徳
川
秀
忠
の
女
珠
嫡
〈
後
一
こ
の
雄
平
に
拘
箇
せ
ら
れ
た
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

に
天
徳
院
〉
が
前
田
利
長
の
世
嗣
利
常
に
入
興
す
る
一
次
い
で
延
質
問
年
九
周
作
事
制
婦
を
域
内
に
復
し
て
そ

鏡
下
闘
し
た
。
こ
の
時
御
附
家
老
奥
様
内
程
、
用
人
一
の
跡
に
務
侯
の
別
蟹
が
設
け
ら
れ
、
江
戸
町
御
亭
と

同
比
民
部
・
矢
部
所
左
衛
門
・
矢
部
提
左
衛
門
を
初
と
一
呼
げ
れ
た
。
奉
行
は
金
子
安
左
衛
門
・
中
村
共
左
衛

し
て
随
従
の
徒
数
百
人
に
及
ん
だ
が
、
内
記
の
み
域
一
円
で
あ
っ
た
。
寛
文
中
に
あ
っ
た
除
草
は
取
除
か
れ

内
新
丸
に
佳
し
、
他
は
皆
こ
の
西
北
陸
に
設
け
た
長
一
て
、
地
域
の
鍛
大
と
共
に
建
築
を
新
た
に
し
た
の
で

屋
に
鹿
ら
し
め
、
そ
の
所
を
江
戸
町
と
縛
し
た
。
然
一
あ
る
。
こ
の
江
戸
町
御
事
で
延
資
六
年
十
二
周
二
日

る
に
夫
人
は
元
和
八
年
に
逝
去
し
、
随
従
の
者
も
鴎
一
初
め
て
老
隠
を
饗
せ
ら
れ
た
。
こ
の
日
召
さ
れ
た
も

策
し
た
の
で
、
貸
長
屋
も
恐
ら
〈
荒
践
し
た
こ
と
で
一
の
弘
中
、
本
多
安
房
政
長
・
横
山
左
衛
門
忠
知
・
前

m

あ
ら
う
が
、
こ
の
附
近
は
常
に
一
時
的
に
居
住
す
る
一
封
路
孝
氏
・
奥
村
凶
幡
府
穂
・
奥
村
伊
態
策
向
は
御
座

者
の
鑓
に
使
用
せ
ら
れ
た
こ
と
主
恩
は
れ
る
。
と
い
一
般
で
饗
隙
に
典
。
、
終
っ
て
一
町
訴
を
隔
て
た
泉
水

ふ
隷
は
、
彫
金
工
後
藤
理
兵
衛
程
莱
が
京
か
ら
下
つ
一
際
の
数
寄
屋
で
ロ
切
の
茶
を
賜
は
っ
た
。
多
賀
直

て
務
用
を
勤
め
る
際
矢
張
り
こ
L
の
貸
小
屋
に
置
か
一
方
・
生
駒
底
政
・
高
城
昌
俊
・
菊
池
知
反
も
亦
敏
寄
屋

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
索
よ
b
建
物
は
天
徳
院
随
従
の
一
で
、
奥
村
共
鶴
・
横
山
志
限
は
御
勝
手
で
御
茶
を
受

臣
の
居
た
所
の
も
の
で
は
な
く
、
位
置
も
商
北
庖
中
一
け
た
。
こ
の
記
事
は
江
戸
町
御
苧
が
可
な
り
宏
枇
な

で
は
南
寄
り
の
讃
絡
に
近
い
厨
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
建
築
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
L
、
泉
水
際
の
数
寄
屋

程
来
の
来
た
の
は
覧
永
の
終
頃
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
と
い
ふ
の
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
の
拠
地
が
腕

附
涯
を
程
莱
屋
敷
と
い
ふ
こ
と
は
後
年
ま
で
俸
は
つ
一
に
遺
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
L
を
推
考
せ
し
め
る
。
里
村

て
、
寛
文
十
二
年
に
は
後
藤
程
莱
御
貸
屋
露
地
の
垣
一
一
法
矯
畠
腿
に
『
延
詑
八
年
二
周
二
十
八
日
御
庭
に
出

を
諮
る
材
料
が
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
泡
牒
が
あ
っ
た
一
で
馬
場
の
御
卒
に
於
い
て
、
拙
に
す
む
猫
の
尾
山
か

・0
、
元
秘
九
年
に
は
滞
侯
前
回
綱
紀
が
底
捜
采
農
政
一
木
々
の
容
』
の
吟
が
あ
る
の
も
亦
こ
L

の
こ
と
で
、

に
出
か
け
ら
れ
る
か
ら
、
下
々
の
績
は
そ
の
後
遺
を
一
江
戸
町
跡
に
調
馬
場
が
設
け
ら
れ
て
問
。
、
そ
こ
に

沼
つ
て
は
な
ら
な
い
と
い
ふ
布
令
が
あ
っ
た
り
す
一
も
御
手
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

る
。
こ
の
場
合
に
は
そ
の
地
域
を
趨
莱
屋
敷
の
名
で
一
ハ
四
〉
蓮
池
御
本

l
下
っ
て
氏
事
三
年
八
月
十
五
日
前

呼
び
慣
は
せ
た
も
の
で
、
決
し
て
程
莱
の
鹿
た
貸
小
一
回
綱
紀
は
老
臣
を
こ
L
に
召
し
、
自
ら
踏
野
で
得
た

屋
が
そ
の
頃
ま
で
残
存
し
て
ゐ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
一
艇
を
饗
し
た
。
こ
の
時
本
多
安
房
政
長
・
前
回
佐
渡

い

。

一

挙

貞

・

奥

村

蛍

岐

蕗

卸

・

奥

村

伊

館

時

成

に

御

茶

を

下

会
一
〉
江
戸
町
御
亭

i
江
戸
町
の
萄
地
に
は
高
治
二
年
一
さ
れ
、
御
料
理
・
後
段
の
御
茶
が
終
っ
て
御
隠
の
見

七
局
、
も
と
域
内
新
丸
に
在
っ
た
作
事
援
が
移
し
建
一
一
物
を
し
た
が
、
間
別
々
の
御
亭
に
御
菓
子
等
の
節
物
が

て
ら
れ
た
。
之
と
略
同
時
に
作
事
場
附
廷
に
離
苧
が
一
・
多
か
っ
た
。
そ
の
後
御
花
畠
を
見
物
、
幕
府
か
ら
奔

-
-・岡田咽
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